
NTTインフラネット株式会社

令和8年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案内容（1/2）

①提案によって解決することができる課題のイメージ

団体名  ：NTTインフラネット株式会社
担当部署：ソーシャルインフラデザイン本部 渉外企画室

担当者：森 一庸、上田 浩史郎
連絡先（電話番号）：03-6381-6434

メールアドレス：mori-kazunobu@nttinf.co.jp 、ueda-koushirou@nttinf.co.jp

本提案は、道路維持管理を包括的民間委託で一元化し、NTTコールセンタの活用、DXによる可視化・分析、地元企業および地域住民の参画を組み合わせることで、
迅速かつ持続可能な運営体制を構築し、働きざまを市民に分かりやすく示し、安心と理解、協働を通じて、将来にわたりみんなで守る街の実現を目指すものです。

IS-08

【先進性】 【有効性】 【汎用性】

【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 /

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  /

【テ  ー  マ】 持続可能なインフラマネジメントの実現  /

➢ 包括的民間委託により平時の維持管理体制が災害初動力と
なるフェーズフリーなスキーム

➢ 働きざまを可視化して理解を得る“見える公共サービス”

➢ 記録→分析による判断支援と予防保全への転換

➢ 窓口一本化で、通報対応の混乱と遅れを止める

➢ 個別発注の“事務過多”を包括し、職員はコア業務を実施

➢ 地元企業が主役で事業を実施する運用の構築

➢ 群マネとして維持管理対象物の選定が可能

【対応ニーズ番号】
IN-01 岩手県宮古市  IN-02 山形県南陽市
IN-05 東京都杉並区  IN-06 長野県
IN-09 三重県東員町  IN-10 兵庫県宝塚市
IN-13 千葉県印西市

課
題

・ 技術職員の減少と稼働不足

・ 個別発注、縦割管理による対応の遅れ

・ 住民通報の増加、煩雑な対応管理

・ 対応履歴、データの蓄積できていない

・ “働きざま”が見えず、理解を得にくい

背
景

・ インフラ老朽化による維持管理需要の増加

・ 行政も地域企業も「人材確保」が困難

・ 通報チャネルが多様化する状況

・ 災害・異常気象の頻発による対応

・ 公共サービスの説明・可視化の必要性

解
決
策

・ 道路維持管理の包括的民間委託による“一元化”

・ NTTコールセンタ活用による通報・窓口の一本化

・ DXによる情報の可視化・蓄積・高度化

・ 地元企業と連携した“シェアリング型”運営

・ 働きざまを市民に“見せる”仕組みの実装

道路維持管理は

「行政だけで抱える業務」

民間・地域・市民とともに

“見える公共サービス”へ転換

Step1 包括化 Step2 情報一元化 Step3 DX化 Step4 地域共創

NTTコールセンタ

➢ 通報 → 工事完了まで一連実施 ➢ 窓口の一本化による“通報迷子0“

包括委託契約

対応業務
24-365受付窓口

工事手配

工事着手・完了/報告

代表企業の確認

通報者への連絡

業務の記録

完了報告

工事発注・手配

包括事業者自治体 地元企業

報告内容のテンプレート化

場所
○○交差点

種別
穴、陥没、標識

危険度
低・高・緊急

写真

➢ 省力化・効率化と予防保全への転換 ➢ 地域協働で見守る仕組みの共創型化

包括事業者

自治体 地元企業

GISナレッジ 竣工図書

点検結果・補修履歴
GISやダッシュボードで

対応状況の見える化

簡易DX導入に
よる省力化・効率化

関係者間で情報共有・ナレッジ蓄積

地元企業

・ 地元企業を登録パートナー化

・ 単価、当番制で業務実施

・ 共同保有の資機材を活用

・ 投稿→対応→完了の見える化

・ 町内会,学校,地元企業の参加

・ “貢献”を称えるポイント制度地元住民

地域住民に向けた“働きざまの見える化”

住民通報の

“成果ポイント制度”

➢ スモールスタートなど段階導入が可能

➢ 受付チャネルや既存アプリを活かして統合が可能

➢ 地域特性（広域・豪雪等）に合わせて運用を調整可能

➢ 地域住民に働きざまを見せたい自治体へ展開可能

道路

公園

橋梁

河川

データ蓄積

包括化

「見える化×一元化×地域共創」で実現する道路維持管理包括委託モデル



Step3 DX化 Step4 地域共創

➢ 導入しやすい簡易的なDXツールを活用

不具合通報

24-365受付窓口

工事手配

工事着手・完了/報告

代表企業の確認

通報者への連絡

業務の記録

完了報告

コールセンタ 24時間365日問合せが可能な運営体制

情報共有・ナレッジ蓄積で予防保全への転換

流通システム

GISナレッジ

ｾｷｭﾘﾃｨ

竣工図書

工程管理資料共有

自治体

代表企業
地元企業

工事手配 完了報告

リアルタイムな指示・報告＋見える化ビジネス

チャットアプリ

➢ GIS上に通報箇所をプロットし、対応状況を見える化

2026 舗装補修済み

2026-001  A社

2026-002  B社

2026-003  C社

2026-004  D社

2026 道路付帯物補修済み

2026-001  A社

2026-002  B社

2026-003  C社

2026-004  D社

2026 対応中

2026-001  A社

2026-002  B社

2026-003  C社

目的
• 現場負担を増やさず、DXを早期に定着
• 人材・予算制約下でも導入可能な仕組みの構築

効果
• タブレット入力・写真記録による点検・補修業務の効率化
• 維持管理水準の均質化・品質向上
• 官民連携における情報共有の円滑化

目的
• 道路維持管理に対する住民理解を深める
• 行政・事業者への信頼性を向上

効果
• 住民満足度の向上
• 対応の迅速化・優先順位の明確化
• 透明性の高い包括維持管理の実現

NTTインフラネット株式会社

令和8年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

本提案は、道路維持管理を包括的民間委託で一元化し、NTTコールセンタの活用、DXによる可視化・分析、地元企業および地域住民の参画を組み合わせることで、
迅速かつ持続可能な運営体制を構築し、働きざまを市民に分かりやすく示し、安心と理解、協働を通じて、将来にわたりみんなで守る街の実現を目指すものです。

IS-08

「見える化×一元化×地域共創」で実現する道路維持管理包括委託モデル
【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 /

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  /

【テ  ー  マ】 持続可能なインフラマネジメントの実現  / 【対応ニーズ番号】
IN-01 岩手県宮古市  IN-02 山形県南陽市
IN-05 東京都杉並区  IN-06 長野県
IN-09 三重県東員町  IN-10 兵庫県宝塚市
IN-13 千葉県印西市

②提案内容（2/2）

団体名  ：NTTインフラネット株式会社
担当部署：ソーシャルインフラデザイン本部 渉外企画室

担当者：森 一庸、上田 浩史郎
連絡先（電話番号）：03-6381-6434

メールアドレス：mori-kazunobu@nttinf.co.jp 、ueda-koushirou@nttinf.co.jp
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